
山須原発電所、西郷発電所 ダム改造工事の概要

１. 工事の目的

２. 位 置

３. 工事の概要

工 事 概 要

西郷ダム
改造工事

山須原ダム
改造工事

工事件名

・既設洪水吐きゲート８門のうち中央２門を撤去し、ダムの一部を切り下げ (約9ｍ)

・大型洪水吐きゲート１門を新設 （幅 13.6m×高 15.5m)

・既設洪水吐きｹﾞｰﾄ８門のうち中央４門を撤去し、ダムの一部を切り下げ (約4ｍ)

・大型洪水吐きｹﾞｰﾄ２門を新設 （幅 17.6m×高 10.2m)

現況 改造後（ｲﾒｰｼﾞ）

現況 改造後（ｲﾒｰｼﾞ）

４. 工事工程

o なお、河川及び工事箇所の安全確保の観点から、河川内で行う工事については、

洪水期（６月～10月）を除く時期に実施する計画です。

o 平成23年11月～平成28年12月 を予定しています。

o 宮崎県は、風水害等の自然災害による災害を未然

に防止・軽減するため、治山・治水及び海岸の保全

対策をはじめ、山地から海岸までの一貫した総合的

な土砂管理の取組みや森林の適正管理を推進し、

流域全体での対策を推進しています。

o このうち、耳川では「よい耳川」を目指し、

水系の山地から河川、ダム、河口・海岸域までの

土砂に起因する様々な課題について、地域や行政

及び当社等の関係機関が共有し合意形成を図り、

協働で解決する取組みが進められています。

o 当社は、ダム設置者として、河川の安全、水の

利用及び環境の保全の観点から、ダムにおける土砂

流下運用を改善しながら実施していくとともに、

これら流域一体となった協働の取組みに対し、

積極的に参画しています。

別 紙

（参考２）耳川水系総合土砂管理計画の概要

（参考１）ダム付近における土砂流下のイメージ

◆ 現在のダム運用

◆ 土砂を流下させる運用

（目指すべき姿）

全門開放
（ﾌﾘｰﾌﾛｰ）

ａ．ダム改造
ｂ．土砂移動（既存土砂への対応＋環境対策）

洪水時に上流から流入する土砂が
ダム貯水池末端部に堆積し水位が上昇
→周辺家屋の浸水リスク増

大規模出水前にダム貯水位を事前に下げて
おくことで、流速をもった自然本来の河川
を再現させ、上流から流入する土砂を自然
本来の河川のように下流に流しやすくする
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ｏ 耳川水系の山須原ダム、西郷ダム及び大内原ダムでは、近年の大規模降雨の増加

に伴う山間部の斜面崩壊などにより、貯水池の急激な土砂堆積が進んでいます。

ｏ このため、貯水池周辺の浸水リスク低減を目的に、現行の洪水時のダム運用に

ついて、貯水池に流入する土砂を、自然本来の川の流れを利用し、安全や環境に

配慮しながらダム下流に流下させる運用へ変更します。

ｏ このうち、山須原ダム及び西郷ダムは、土砂を流下させることが十分にできない

ため、ダムの一部を切り下げる改造工事を実施します。

ｏ なお、これらの取組みは、宮崎県が策定した耳川水系河川整備計画や総合土砂

管理計画の一部として位置づけられています。

貯水池に入ると川の流速が急激に
小さくなり、土砂が堆積しやすい

H28H23

ダム改造工事

（山須原、西郷）

Ｈ26 Ｈ29Ｈ27Ｈ25Ｈ24 H28H23

ダム改造工事

（山須原、西郷）

Ｈ26 Ｈ29Ｈ27Ｈ25Ｈ24

▽ H23/9 着手

仮締切設置 仮設ｹﾞｰﾄ設置

既設ｹﾞｰﾄ撤去

ダム一部切り下げ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 新設ｹﾞｰﾄ設置 仮設撤去

周辺整備

▽ H28/12 竣工

▽ H23/11 着工

現 在現 在 

斜面崩壊の増加

橋脚の不安定化

海岸の侵食

浸水ﾘｽｸの高まり

現 在将 来 

① 持続可能な森林・林業の振興

②浸水被害の軽減

⑤海岸侵食の抑制

④河床低下の抑制

③生態系を含む

水域環境の健全化

現 在将 来 

① 持続可能な森林・林業の振興

②浸水被害の軽減

⑤海岸侵食の抑制

④河床低下の抑制

③生態系を含む

水域環境の健全化

共通目標

耳川をよい川にする

～森林とダムと川と海のつながり～
も り

５. 工事実施機関

o 耳川水力整備事務所（日向市北町一丁目112番地）


